
薬
に
か
か
る
医
療
費
が
急
増

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
医
療
費
の
伸
び
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
が
近
年
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
を
み
る
と
、

医
師
の
処
方
に
よ
る
薬
代
（
調
剤
医
療
費
）
が
著
し
い
伸
び
を
見

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
）。
高
額
な
薬
剤
の

開
発
等
が
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
主
要
国
で
の
数
量

シ
ェ
ア
が
70
～
90
％
と
い
わ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
因
で
す
。
現
在
、

そ
の
数
量
シ
ェ
ア
は
伸
び
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状

況
と
い
え
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
に
薬
代
が
増
え
続
け
て
い
る
一
方
で
、昨
今
、

残
薬
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
医
療
費
の
ム
ダ
を
生

む
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
）。
特
に
、
高
齢
者
の
の

み
忘
れ
等
に
よ
る
残
薬
代
は
、
年
間
約
５
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
と

の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

けんぽ

と ぴ っ く す正しく知っていますか？
「クスリ」のこと

医療費、とりわけ調剤医療費の削減に向け、政府と厚生労働省は、医薬品に関する新たな環境整備を急ピッチで
進めようとしています。今年 6 月 30 日に政府が閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針 2015」（いわ
ゆる骨太方針 2015）の中でも、これらに関する施策の方向性が示されています。ここでは、その内容を見てい
くとともに、医薬品を上手に使うための基礎知識など、知っておきたい情報をお伝えします。

　IBM 健保組合では、「調剤レセプトの直接審査・支払」制度を実施しており、この制度に参加
している「レセネット加盟薬局」で処方薬をもらえば、健保組合のコスト削減につながります。ぜ
ひ、レセネット加盟薬局をご利用ください。

グラフ① 全国の調剤医療費の推移

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.3

1.2

1.1

1

0.9

厚生労働省「最近の医療費の動向」から健保連が作成※ 2004年度＝1.00 としている

2004 20082006 20102005 20092007 2011 2012 2013（年度）

1.67

1.25
1.24

1.14

1.07

医療費計
入院
入院外
歯科
調剤

～ジェネリックやセルフメディケーションの普及が一層推進されます～

　セルフメディケーションとは「自分自身の健康に責任
を持ち、軽度な体の不調は自分で手当てをする」ことと、
WHO（世界保健機関）では定義しています。具体的には、
①病気や薬に対する正しい知識を身につける、②定期的
に健診を受けて健康状態を正しく把握し、健康管理に努
める、③OTC 医薬品等を上手に活用する、などが実践
のポイントとして挙げられます。

　ただし、OTC医薬品を使うときは、薬剤師に自分の症
状や体質をよく相談し、用法・用量を守る、体調の変化
に注意し、気になることがあれば医師または薬剤師に相
談することが大切です。

市販薬を上手に活用してセルフメディケーション

★詳しくは日本OTC医薬品協会のホームページなどへ
検索

→ 詳しくは
　11 頁を
　ご覧ください

レセネット

加盟薬局

群を抜く伸びを
示す「薬代」

  2015 autumn ★ 2



も
の
で
す
。
ま
た
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

と
同
時
に
公
的
保
険
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
販
品
類
似

薬
に
つ
い
て
保
険
給
付
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
量
の
残
薬
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
の

よ
う
な
薬
局
を
持
つ
こ
と
で
薬
剤
師
に
よ
る
効
果
的
な
投
薬
・

残
薬
管
理
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
厚
生
労
働

省
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
薬
局
を
「
健＊

２

康
サ
ポ
ー
ト
薬

局
」
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
管
理
、
薬
に

関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
健
康
相
談
等
も
行
う
な
ど
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
新
た
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
、
２
０
１
６
年
度
に
実
施
さ

れ
る
診
療
報
酬
（
調
剤
報
酬
）
の
改
定
に
向
け
た
作
業
に
入
り
、

具
体
的
な
施
策
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
１ O

ver The C
ounter

の
略
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
薬
を
販
売
す
る

こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

＊
２ 
厚
生
労
働
省
「
健
康
情
報
拠
点
薬
局
（
仮
称
）
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
が
と
り
ま
と
め
た
報
告
書
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」（
２
０
１
５
年
９
月
24
日
）
よ
り

骨
太
方
針
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
健
保
連
の
提
案

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健
保
連
）
は
、
市
販
品
類
似
薬
の

保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
や
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
（
＝
医
療
用

医
薬
品
か
ら
一
般
用
医
薬
品
へ
の
移
行
）
の
促
進
等
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
第

＊

一
世
代
の
湿
布
薬
に
つ
い
て
は
、

同
様
の
市
販
品
が
普
及
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
で
も

保
険
適
用
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
保
険
給
付

か
ら
除
外
す
る
よ
う
主
張
。
ま
た
、
現
在
ス
イ
ッ
チ
可
能
と
さ

れ
て
い
る
成
分
を
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
移
行
し
た
場
合
、
日
本
全

体
で
約
１
５
０
０
億
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
見
込
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

＊
炎
症
の
初
期
に
皮
膚
の
温
熱
・
冷
却
を
主
目
的
に
用
い
ら
れ
る
。

骨
太
方
針
２
０
１
５
に
示
さ
れ
た

＂ク
ス
リ
改
革
”

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
骨
太
方
針
２
０
１
５
で
は
、

医
薬
品
に
関
連
し
た
改
革
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て
次
の
よ
う

な
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
２
０
１
７
年
度
末
に
60
％
以
上
と
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
２
０
１
７
年
央
に
70
％
以
上
に
、
そ

し
て
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
の
間
の
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
80
％
以
上
と
す
る
目
標
に
改
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
推
進
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
販
薬
（
Ｏ＊

１

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
を
正
し
く
活
用
し
な
が
ら
、
個

人
に
よ
る
自
発
的
な
健
康
管
理
へ
の
取
組
み
を
促
そ
う
と
い
う

１
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
数
量
シ
ェ
ア
目
標
の
加
速
化

２
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

３
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
の
推
進

クスリの基礎知識知っておきたい

グラフ③ 6 割近い人が残薬の経験あり

平成 25 年度厚生労働省保険局医療課委託調査「薬局の機能に係る実態調査」より

医薬品が余った経験の有無
（患者調査Ｎ =1,927）

4.7％ 0.5％

50.9％ 43.9％

■大量に余ったことがある　■余ったことがある　■余ったことはない　■無回答

グラフ② ジェネリック医薬品数量シェアの最近の月別推移

　医薬品には、医師の処方せんに基づいて使用される「医
療用医薬品」（処方薬）、薬局等で市販されている「一般
用医薬品」、「要指導医薬品＊」（市販薬）があります。

　使い方によっては、医薬品の十分な効能・効果が得ら
れないばかりか副作用のリスクもあるため、薬剤師など

の専門家に相談したうえで適正に使うことが大切です。

＊市販薬のうち、「医療用医薬品」から移行（スイッチ）したばかりで、
使用実績が少なく、一般用医薬品としてのリスクが確定していな
いもの（＝「スイッチ直後品目」）と「劇薬」がその対象となる。

医療用医薬品と一般用医薬品

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品の
特許が切れた後に販売される、同じ有効成分を使った薬
で、効能・効果は基本的に先発医薬品と変わりません。
開発コストが低くて済むため、先発医薬品よりも価格の

安いものがほとんどです。
　処方せんの「変更不可」欄に や×がなければジェネ
リックを選択できるので、薬局の窓口で「ジェネリック
でお願いします」と伝えましょう。

処方薬はジェネリック医薬品を選びましょう

60

55

50

45

（％）

全国の数量シェアは厚生労働省調べ

全国（平均）

〈参考〉IBM健保組合

58.4％

52.3％

2014 年
4 128 46 210 65

2015 年
19 57 311 （月）
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